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元気をつくる

５つのエネルギッシュ政策
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（
市
政
運
営
の
考
え
方
）

本
市
に
お
い
て
は
、
財
政
の
健
全
化
を

最
重
要
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
一
昨
年
に

財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
て
効
率
的
な

財
政
運
営
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

現
状
は
予
想
以
上
に
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、

徹
底
し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
を
は
じ
め
、

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
新
た
な
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
仕
組
み
の
構
築
な
ど
、
市
民
の
目

線
に
立
っ
た
さ
ら
な
る
改
革
を
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
社
会
資
本
の
整
備
で
は
、
こ
の

４
年
間
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
は
あ
り
ま

し
た
が
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
駅
周
辺

や
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
整
備
な
ど
の
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
、
各
町
で
の
地

域
に
根
ざ
し
た
事
業
な
ど
に
つ
い
て
も
、

一
定
の
進し

ん

捗
ち
ょ
く

を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
様
々
な
分
野
で
の
多
種
多
様
な

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
市
民
と
の
協
働
あ
る

い
は
市
民
主
体
の
取
り
組
み
が
浸
透
し
、

定
着
を
見
せ
て
い
る
こ
と
は
大
変
心
強
い

も
の
が
あ
り
ま
す
し
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の

情
報
発
信
と
な
る
明
る
い
話
題
も
多
く
、

伊
万
里
市
の
活
力
を
内
外
に
広
め
る
こ
と

が
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

最
近
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
や
企
業
誘
致
活
動
な
ど
の
努
力
が
実
を

結
び
、
新
た
な
企
業
の
進
出
や
IC
関
連
企

業
の
大
規
模
な
事
業
拡
張
が
決
定
し
た
ほ

か
、
美
術
館
の
誘
致
も
実
現
の
運
び
と
な

る
な
ど
、
市
民
の
積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
加
え
て
、
市
勢
発
展
の
大
き
な
原

動
力
と
な
る
民
間
に
よ
る
経
済
活
動
を
活

所信表明

平成18年
第2回定例会

今年度は市長改選の年に当たり、当初予算は義務的、経常的
経費などを中心とした言わば骨格予算でした。それに今回の補
正予算で投資的経費や政策的経費などを追加し、予算の肉付け
を行ったところです。
この議会では、補正予算などの審議に先立ち、市長が市政方
針を表明し、本年度の市の方向性を示しました。

伊万里市の元気を
さらに大きく
元気をつくる
５つのエネルギッシュ政策

塚 部 芳 和
Ｙｏｓｈｉｋａｚｕ Ｔsｕｋａｂｅ

わたしは先の市長選挙におきまして、無投票当選という形で、引き続き２期目の市政運営の舵
取りを任せていただきました。これは、市民本位を基調とした『さわやか市政』の流れをこのま
ま続けて欲しいという市民の皆様の熱い期待のあらわれと受け止めており、それ故に責任の重大
さを痛感し、身が引き締まる思いがいたしております。いま一度初心に立ち返り、さらなる伊万
里市の発展のために全身全霊で取り組もうと決意を新たにいたしているところです。

伊万里市長
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用
す
る
取
り
組
み
も
成
果
を
得
よ
う
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

わ
た
し
は
、
こ
の
よ
う
な
伊
万
里
市
の

元
気
を
さ
ら
に
大
き
く
し
て
い
く
た
め
、

引
き
続
き
市
民
本
位
、
市
民
と
の
協
働
を

基
調
に
し
た
『
さ
わ
や
か
市
政
』
を
貫
く

考
え
で
す
が
、
今
回
市
政
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
く
に
あ
た
り
、
２
つ
の
軸
を
市
政
の

舵
取
り
の
指
針
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。一

つ
は
、
将
来
の
伊
万
里
市
全
体
を
ど

う
発
展
さ
せ
て
い
く
か
、
い
わ
ば
未
来
志

向
型
の
伊
万
里
市
づ
く
り
と
も
言
う
べ
き

大
き
な
視
点
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
市
内

の
各
町
、
地
域
に
お
い
て
、
子
ど
も
か
ら

お
年
よ
り
ま
で
市
民
の
だ
れ
も
が
暮
ら
し

や
す
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
の
キ
メ
細
か
な
配
慮
の
あ
る

伊
万
里
市
づ
く
り
で
す
。

ま
た
、
今
回
の
市
長
選
挙
で
示
し
ま
し

た
政
策
実
行
計
画
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
で

は
、『
伊
万
里
市
の
元
気
を
つ
く
る
５
つ
の

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
政
策
』
と
し
て
、
具
体

的
な
80
の
元
気
施
策
を
掲
げ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
愛
着
と
誇

り
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
『
住
み
た
い
ま

ち
』、
さ
ら
に
は
訪
れ
る
人
が
魅
力
を
感
じ

る
『
行
き
た
い
ま
ち
』
を
め
ざ
し
て
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

以
上
、
２
期
目
の
市
政
を
担
う
に
あ
た

っ
て
基
本
的
な
考
え
方
を
述
べ
ま
し
た
が
、

次
に
主
要
な
施
策
を
政
策
実
行
計
画
（
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
）
に
掲
げ
た
５
つ
の
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
政
策
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。
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●戸栗美術館建設促進事業 ７５３万円
焼き物文化の情報発信拠点として、文化、観光振興などに寄与する戸栗美術館の建設を促
進します
問合先 美術館建設促進室 財源：国280万円 市債310万円 市163万円

●「大川内山」エコミュージアム構想策定事業 ５００万円
歴史に根ざした伝統文化をはじめとする地域資源を活用した大川内山の一体的な発展方策
を検討します
問合先 美術館建設促進室 財源：国200万円 市300万円

●史跡大川内鍋島窯跡保存整備事業 ２２０万円
平成15年９月に国史跡に指定された大川内鍋島窯跡の将来的な保存、整備などを図るため、
保存管理計画を策定します
問合先 生涯学習課 財源：国110万円 県55万円 市55万円

●世界遺産登録推進事業 ５万円
大川内山の世界遺産登録に向けて、先進地の取り組みを研究するとともに、気運を高める
ため、大川内山の路地に名前を付け路地案内標識の設置を行います
問合先 商工観光課 財源：市５万円

●交通安全施設整備事業 ４７４万円
交通弱者の安全確保のため、既存歩道（市道延命橋線）の段差解消工事を行います
問合先 土木管理課 財源：国200万円 市債220万円 市54万円

●伊万里を感じる街並み修景整備計画策定事業 ３００万円
古伊万里の積出港（伊万里津）としての歴史が感じられ、また焼き物のまちのイメージが
前面に出るような市街地の修景整備を図るため、その指針となる計画の策定を行います
問合先 都市開発課 財源：国120万円 市180万円

●観光ボランティアガイド養成事業 １５万円
来訪者に対する満足度を高め、リピーターの増加をめざすなど観光客誘致促進を図るため、
観光ボランティアガイドを養成します
問合先 商工観光課 財源：国６万円 市９万円

●市内企業ウォッチング事業 １１万円
市内企業の状況や事業内容を多くの市民に知ってもらうことで、市内企業に対する理解を
促すとともに、若年者の市内への就職促進を図ることを目的に、また、名村造船所の進水
式などを観光資源につなげていくための可能性を探る試験的な事業として、市内大手企業
の見学会を実施します
問合先 商工観光課 財源：市11万円

世
界
に
誇
る
焼
物
『
鍋
島
』
や
古
伊

万
里
由
来
の
歴
史
、
文
化
な
ど
地
域
固

有
の
資
源
を
活
用
し
て
、
観
光
客
の
誘

致
な
ど
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
め

ざ
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
秘
窯
の
里
大
川
内
山
の

窯
元
群
や
国
指
定
の
史
跡
、
建
設
に
向

け
動
き
出
し
て
い
る
戸
栗
美
術
館
（
仮

称
）
な
ど
の
一
体
的
な
活
用
方
策
の
検

討
を
行
う
と
と
も
に
、
古
伊
万
里
文
化

の
漂
う
ま
ち
づ
く
り
と
あ
わ
せ
て
江
戸

時
代
の
大
庄
屋
前
田
家
な
ど
歴
史
的
な

遺
産
の
保
存
活
用
に
努
め
な
が
ら
、
市

街
地
へ
の
観
光
客
の
誘
致
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
希
少
な
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
繁
殖

地
で
あ
る
こ
と
や
新
た
な
ツ
ル
越
冬
地

を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と
で
全
国
の
注
目

を
集
め
て
お
り
、
環
境
教
育
や
観
光
資

源
と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て
さ
ら
に
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

生
産
活
動
の
面
で
伊
万
里
の
元
気
を

支
え
て
い
る
市
内
の
企
業
活
動
に
対
す

る
理
解
、
関
心
を
促
す
と
と
も
に
、
新

た
な
観
光
資
源
と
し
て
の
可
能
性
を
さ

ぐ
る
た
め
に
造
船
所
な
ど
市
内
企
業
の

見
学
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
既
存
の
観

光
資
源
と
組
み
合
わ
せ
た
産
業
観
光
の

開
発
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

歴
史
や
伝
統
文
化
、
特

産
品
な
ど
地
域
の
宝
を

生
か
し
た
元
気
な
ま
ち

５つのエネルギッシュ政策

NO.1

戸栗美術館(東京都渋谷区)

伊万里を感じる街並みイメージ
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●ツル越冬事業 ３４２万円
ツルの越冬を促進するために環境整備を行い、ツルの越冬誘致を図ります
問合先 農山漁村整備課 財源：県55万円 市287万円

●カブトガニ保護基本計画策定事業 ６万円
絶滅危惧種としてレッドデータブックにも取り上げられているカブトガニの保護を一層進
めるため、長期的な保護基本計画の策定を行います
問合先 生涯学習課 財源：市６万円

●カブトガニ展示観察事業 １０２万円
本市の環境保護のシンボルであるカブトガニについて、保護活動を充実させるために生態
展示を行います
問合先 生涯学習課 財源：市102万円

●「大庄屋前田家」利活用調査事業 ２９万円
江戸時代後期に建設された「大庄屋前田家住宅」が「22世紀に残す佐賀県遺産」の認定
を受けたことから、地域の歴史文化研究の場として、また市街地活性化の資源としての利
活用について調査研究を行います
問合先 都市開発課 財源：市29万円

●博物館・美術館構想研究事業 ３１万円
博物館・美術館建設具現化の方向性を見出すために、市民との協働による事業展開を進めます
・市民文化フォーラムの開催・市民所蔵品展の開催
問合先 生涯学習課 財源：市31万円

●指定文化財説明板製作事業 ２１万円
市内には52件の指定・登録文化財があり、老朽化が著しい看板や表現内容の見直しを要す
るもの14件について、年次的に設置を行います
説明版…山ン寺遺跡 案内板…山ン寺遺跡、小島古墳
問合先 生涯学習課 財源：市21万円

●伊万里塾推進事業 ２４６万円
地域の歴史、文化、風土、自然などの特性を活かした地域づくりを図るため、地域の特性
や課題などを踏まえた生涯学習を各種団体と連携しながら、各町公民館を拠点に独自の講
座などを開催します
問合先 生涯学習課 財源：市246万円

●特色ある公民館創造事業 １５０万円
地域づくりの拠点である公民館の主導のもと、特色ある地域づくりを実践するため、当該
事業を委託し、活力ある公民館活動を推進します
問合先 生涯学習課 財源：市150万円

●自治公民館新改築事業 ２７０万円
自治公民館の新築を行う永山地区に対し、補助を行います
問合先 生涯学習課 財源：市270万円

●図書館システム更新整備事業 ４０４万円
現行図書館システムは、年々蓄積される図書データにより、容量満杯の状態となっており、
事務処理に支障をきたしている状況であるため、10月からデータ容量の拡大と高速検索シ
ステムを備えた新システムを導入します
問合先 市民図書館 財源：市404万円

●ウオーキング大会開催事業 ７０万円
誰もが気軽に参加できる「歩きたくなる街伊万里ウオーク2006（仮称）」を開催し、市民
の健康づくりを推進するとともに、全国のウオーキングファンへ呼びかけることにより、
伊万里を広くＰＲします
問合先 体育保健課 財源：国28万円 市42万円

平成18年度予算特集

前田家住宅

山ン寺遺跡

伊万里学講座



6

医
療
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
、
高
度
化
す

る
な
か
、
健
康
を
願
う
市
民
の
公
的
医

療
機
関
へ
の
期
待
は
大
き
い
も
の
が
あ

り
、
こ
れ
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
高
度
救
急
医
療
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
医
療
の
充
実
を
図
る
中
核

的
病
院
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
社
会
保

険
庁
な
ど
国
の
動
き
を
見
き
わ
め
な
が

ら
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
基
本
計
画
策

定
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
健
康

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
一
人

暮
ら
し
や
要
介
護
の
高
齢
者
な
ど
に
対

す
る
各
種
の
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、

た
っ
し
ゃ
か
体
操
の
普
及
な
ど
を
通
じ

て
高
齢
者
が
地
域
の
な
か
で
元
気
で
生

き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
健
康

づ
く
り
や
生
き
が
い
対
策
も
講
じ
ま
す
。

一
方
、
安
全
で
安
心
な
食
生
活
に
つ

な
が
る
地
産
地
消
の
取
り
組
み
や
『
ふ

る
さ
と
薬
膳
』
メ
ニ
ュ
ー
の
普
及
な
ど

『
食
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
通
じ
て
市
民
の

健
康
維
持
増
進
を
図
り
、
健
康
で
長
生

き
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
め

ざ
し
ま
す
。

●中核的病院整備推進事業 ８２９万円
救急医療や高度医療に対応できる医療環境の充実をめざし、中核的病院の整備を推進します
問合先 中核的病院準備室 財源：市829万円

●夜間救急外来診療体制整備事業 ８０８万円
夜間における救急外来診療体制を確保するため、救急告示病院に対し補助を行います
問合先 健康づくり課 財源：県404万円 受託事業収入174万円 市230万円

●在宅当番医制運営事業 ５８万円
休日・夜間急患医療センターでの初期救急医療体制を補完し、連休日における耳鼻科、眼
科の救急患者への適切な医療の提供を図るため、事業を伊万里・有田地区医師会に委託します
問合先 健康づくり課 財源：市58万円

●病院群輪番制病院運営事業 ４９０万円
初期救急医療（休日・夜間急患医療センター、在宅当番医制）の後方支援として、休日に
おいて入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保するため、輪番制により開院する
伊万里・西松浦地区内の11病院に対し、運営に要する経費の補助を行います
問合先 健康づくり課 財源：受託事業収入212万円 市278万円

●休日・夜間急患医療センター運営事業 １，３２９万円
休日・夜間急患医療センターを開設し、日曜日や祝日、夜間小児などの初期救急医療体制
の確保を図ります
問合先 健康づくり課 財源：市1,329万円

●食を活かしたまちづくり事業 ４８５万円
平成17年度に引き続き「食のまちづくり推進計画」に基づき、市民と行政との協働により
計画的かつ効率的に事業を推進します
○事業内容
・食のまちづくり推進委員会の開催
・都市宣言の普及活動事業
・農村レストランメニュー構築事業

問合先 男女協働・まちづくり課 財源：国299万円 市186万円

●健康長寿のまちづくり推進事業 ６０万円
健康長寿のまちづくりを推進するため各種事業を行います
①健康づくり普及推進員（たっしゃか推進員）養成
②たっしゃか体操普及事業
③私の町のおすすめ簡単「家庭の味」普及事業
④健康づくり推進のつどい
問合先 健康づくり課 財源：佐賀県国民健康保険団体連合会60万円

２
地
域
医
療
の
充
実
と
食

の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る

日
本
一
の
健
康
長
寿
の

ま
ち

５つのエネルギッシュ政策

NO.2

休日･夜間急患医療センター

たっしゃか体操
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伊
万
里
に
働
く
場
を
求
め
る
新
規
学

卒
者
や
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者

に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
雇
用
の
場
と
環

境
づ
く
り
に
努
め
、
定
住
人
口
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。

平成18年度予算特集

●新商品等開発支援事業 １００万円
市内の中小企業が行う新商品などの開発に対し、その経費の一部を助成します
問合先 商工観光課 財源：国40万円 市60万円

●伊万里・アジアネットワーク事業 ７０７万円
中国を中心とした東アジアをターゲットに、伊万里の持つ資源を活用した経済活性化策を
実施します
問合先 開発推進課 財源：県52万円 市655万円

●第４工業用水道建設事業 ３億６６１万円
平成19年度から第４工業用水道の工事に着手するための環
境を含む各種調査、許認可申請、詳細設計などを行います
問合先 水道部工業用水道開発室 財源：市債２億6,200万円

市4,461万円

ま
ず
、
IC
関
連
企
業
の
雇
用
を
含
め

た
空
前
の
規
模
で
の
事
業
拡
張
を
受
け
、

工
業
用
水
の
確
保
が
最
優
先
す
べ
き
課

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
と
の
協
調
、

連
携
に
よ
り
、
鋭
意
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
企
業
の
動
き
が
活
発
な
今
の

時
機
を
逃
す
こ
と
な
く
、
今
後
も
積
極

的
な
誘
致
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

地
場
の
中
小
企
業
等
に
対
し
て
は
、
誘

致
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
新
分
野
へ
の

取
り
組
み
や
新
商
品
開
発
の
支
援
な
ど

を
通
じ
て
そ
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

企
業
誘
致
と
地
場
産
業

の
育
成
に
よ
る
雇
用
の

拡
大
と
生
き
生
き
と
働

け
る
元
気
な
ま
ち

NO.3

(株)SUMCOイメージパース

中国・大連市の百貨店で販売された伊万里焼・伊万里梨

貯水池として計画されて
いる山代町久原の貯木場
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教
育
・
福
祉
の
充
実
と

子
育
て
支
援
に
よ
る
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
元
気
な
ま
ち

将
来
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
を

心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
て
あ
げ
る
こ

と
は
地
域
全
体
の
努
め
で
あ
り
、
そ
の

た
め
の
環
境
づ
く
り
は
緊
急
な
行
政
課

題
の
ひ
と
つ
で
す
。

人
口
減
少
の
大
き
な
理
由
の
ひ
と
つ

と
さ
れ
る
少
子
化
に
対
応
し
て
、
不
妊

治
療
に
対
す
る
助
成
や
こ
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
を
新
た
に
設
け
、
経
済
的
な

負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
留
守

家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充
な
ど
に
よ
り
、

安
心
と
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
子
育
て
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
市

民
や
事
業
所
な
ど
地
域
を
あ
げ
た
取
り

組
み
と
し
て
充
実
さ
せ
る
た
め
、
新
た

に
基
金
制
度
を
設
け
、
今
後
幅
広
い
活

用
を
図
り
ま
す
。

●母子保健事業
母子保健法に基づき、妊産婦の健康管理と乳幼児および児童が心身ともに健やかに育つ

ことをめざし、健康診査、訪問指導などを行います

・妊婦乳児健康診査事業 ９８７万円 財源：市987万円
・１歳６か月児健康診査事業 ８６万円 財源：市 86万円

・母子健康手帳交付事業 ５万円 財源：市 ５万円

・３歳児健康診査事業 １２４万円 財源：市124万円
●不妊治療エンゼルサポート事業 75万円
不妊治療における人工授精・高度生殖医療は健康保険適用外であるとともに、治療費が

高額であることから、その治療費の一部を助成し、不妊で悩む家庭の経済的負担の軽減

を図ります

問合先 健康づくり課 財源：市75万円

●親子ふれあい交流事業 ５万円
健康づくり週間に、次世代育成支援の一環として、親子のふれあいや食育に関する催し

を実施します

○事業内容 親子でたのしい運動、ふれあいクッキング、育児相談など

問合先 健康づくり課 財源：国2.5万円 市2.5万円

●思春期における保健福祉体験学習事業 ５万円
思春期の生徒に対し、性教育などに関する講演会や赤ちゃんとのふれあい体験実習を実

施し、生命の尊厳や父性母性の育成を図ります

問合先 健康づくり課 財源：県３万円 市２万円

●新給食センター管理運営事業 １億６，０８４万円
９月から操業を開始する新給食センターの運営および維持管理を行います

問合先 体育保健課 財源：県745万円 市１億5,339万円

●一時保育促進事業 ４７９万円
保育園児でない在宅の乳幼児を一時的に保育所において保育します

問合先 福祉課 財源：県319万円 市160万円

●延長保育促進事業 ４８０万円
保護者の就労時間などに対応するため、保育園の開所時間（11時間）を

超えて30分の延長保育を行う保育園に対し補助を行います

問合先 福祉課 財源：国240万円 市240万円

５つのエネルギッシュ政策

NO.4

建設中の新給食センター
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●乳幼児医療費助成事業 ６，２７２万円
３歳未満の乳幼児の医療費について助成を行います

問合先 福祉課 財源：県3,103万円 福祉基金繰入金2,000万円

乳幼児医療費高額療養費受入金38万円 市1,131万円

●幼児インフルエンザ予防接種費助成事業 ２１０万円
小学校就学前幼児のインフルエンザ予防接種に要する費用の一部を助成し、保護者の負担

軽減を図ります

問合先 福祉課 財源：市210万円

●こども医療費助成事業 ２１５万円
３歳～小学校就学前のこどもについて、入院時の医療費に係る自己負担額の一部を助成します

問合先 福祉課 財源：市215万円

●留守家庭児童クラブ専用施設整備事業 ２，２９３万円
立花児童クラブ専用の施設を建設します

問合先 教育総務課 財源：県847万円 市債1,070万円 市376万円

●特色ある学校創造事業 ４００万円
教育活動に関する予算の使途について学校長の裁量の幅を広げることにより、創意工夫を

生かした教育活動を行い、学校の自主性、自律性を向上させ、特色ある学校づくりを推進

します

問合先 学校教育課 財源：教育振興奨励基金繰入金400万円

●ブックスタート事業 ７１万円
生後３か月を迎えた赤ちゃんとその保護者に対し、３か月健診の折に絵本を渡すとともに、

ボランティアによる読み聞かせを行います

問合先 市民図書館 財源：市71万円

●子育て応援基金 １００万円
市民と協働で子育て応援活動を推進するため、子育て応援基金を設置します

問合先 福祉課 財源：寄附金100万円

●都市公園整備事業 ３，２６８万円
伊万里ファミリーパークの整備を引き続き行います

問合先 都市開発課 財源：国1,500万円 市債1,650万円 市118万円

平成18年度予算特集

黒川児童クラブ(H17建設)

波多津小学校一輪ピック
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国
の
農
業
政
策
が
規
模
の
大
き
い
経

営
体
な
ど
の
担
い
手
農
家
へ
の
支
援
に

移
行
す
る
動
き
の
な
か
、
牛
肉
や
梨
、

き
ゅ
う
り
な
ど
の
全
国
的
な
銘
柄
産
地

と
し
て
の
地
位
を
さ
ら
に
高
め
、
地
域

農
業
の
自
立
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
伊
万
里
牛
を
中
心
に
、

一
層
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と
販
路
拡
大

を
図
る
と
と
も
に
、
優
れ
た
技
術
や
経

営
能
力
を
備
え
た
若
い
農
業
者
の
就
農

●グリーンツーリズム推進事業 ３７５万円
本市の特色ある農畜水産物の魅力を市内外にアピールすることにより、農畜水産物の適正
な評価と人的交流を促進し、農村への活力増進を図ります
問合先 農業振興課 財源：県275万円 市100万円

●伊万里牛振興会支援事業 １９６万円
伊万里牛の銘柄確立(関西市場での共励会)と販路拡大(東京市場)を図り、伊万里牛の生産振
興を促進します
問合先 農業振興課 財源：市196万円

●魅力あるさが園芸農業確立対策事業 ７，１３６万円
園芸（果樹、野菜）を経営の柱とする自立専業農家の育成、確保を図るため、農業用機械
や施設を導入する経費に対し補助を行います
問合先 農業振興課 財源：県5,545万円 市1,591万円

●新たな米政策対策事業 ２，２１１万円
生産組織の育成､強化による良質な米､麦､大豆の安定的供給を確立するため､生産組織が実
施する高性能機械導入などの経費に対し補助を行います
問合先 農業振興課 財源：県1,755万円 市456万円

●さが畜産自給力強化対策事業 ５６３万円
肥育素牛の生産体制の確立と家畜糞尿の適正処理や自給飼料の増産のための機械､施設など
の整備費に対し補助を行います
問合先 農業振興課 財源：県433万円 市130万円

●農業・食品強化対策整備交付金事業 ９６１万円
効率的な農業経営を展開するため、病害虫防除の省力化と労働時間の低減をめざし無人ヘ
リコプターを導入する経費に対し補助を行います
問合先 農業振興課 財源：県961万円

を
促
進
す
る
な
ど
、
地
域
農
業
の
担
い

手
確
保
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
伊
万
里
市
独
自
の
都
市
農
村

交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
話
題
を
集
め
、

好
評
を
博
し
て
い
る
『
畑
の
中
の
レ
ス

ト
ラ
ン
』
の
第
２
弾
と
し
て
、『
畑
の
中

の
ホ
テ
ル
』
と
も
呼
ぶ
べ
き
農
家
民
泊

の
取
り
組
み
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を
推
進
し
、

農
業
農
村
の
活
性
化
に
力
を
入
れ
ま
す
。

中
心
市
街
地
に
つ
い
て
は
、
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
の
精
力

的
な
活
動
で
注
目
さ
れ
て
い
る
古
伊
万

里
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
街
な
か
散
策

を
中
心
に
観
光
客
の
誘
致
を
図
る
と
と

も
に
、
商
店
街
活
性
化
に
向
け
た
各
種

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

賑
わ
い
の
あ
る
商
店
街
の
形
成
に
努
め

ま
す
。

活
力
あ
る
農
林
水
産
業

の
育
成
と
商
業
を
中
心

と
す
る
中
心
市
街
地
が

輝
く
元
気
な
ま
ち

５つのエネルギッシュ政策

NO.5

無人ヘリコプター
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平成18年度予算特集

●基盤整備促進事業 ４，１２０万円
水田の嵩

かさ

上げ、排水路の改修などの基盤整備により生産性の向上および効率的・安定的な
農業経営を図ります
問合先 農山漁村整備課 財源：県2,890万円 基盤整備促進事業費分担金615万円

市615万円

●森林を守る交付金事業 ２，５５３万円
適切な森林整備の推進を通じて、森林の有する多面的な機能を発揮し、森林施業の実施に
不可欠な地域における活動の確保を図るために支援を行います
問合先 農山漁村整備課 財源：県1,901万円 市652万円

●沿岸漁業振興特別対策事業（補助） ２５５万円
クルマエビセンター内養殖池スクリーンの老朽化による稚エビの流失で生産量の確保が困
難になっているため、スクリーンの改修を行います
問合先 農山漁村整備課 財源：県170万円 市85万円

●商店街活動強化事業 １３１万円
中心商店街の賑わいと活気を創生するため、商店連合会が行う商店街活性化事業に対し支
援を行います
○主な事業
・伊万里えびす祭、いまりさくらまつり、土曜夜市など

問合先 商工観光課 財源：市131万円

●伊万里川河畔屋台村設置事業 ８５万円
伊万里川河畔を市民納涼の場（屋台村）として活用し、中心市街地の活性化を図る事業に
対し支援を行います
問合先 商工観光課 財源：市85万円

●どっちゃん祭り・伊万里秋祭り・伊万里トンテントン祭り事業 ６４８万円
どっちゃん祭り、伊万里秋祭り、伊万里トンテントン祭りの開催に対し支援を行います
問合先 商工観光課 財源：国259万円 市389万円

これまでの５つのエネルギッシュ政策を実現するためにさまざまな市政改革を行います

●ＮＰＯ活動推進事業 １８万円
ＮＰＯ法人の認証等事務を平成18年６月から行い、ＮＰＯ法人の設立支援を行うとともに
活動の活性化を図ります
問合先 男女協働・まちづくり課 財源：市18万円

●21世紀市民ゆめづくり計画支援事業 ３３６万円
市民と行政の協働による新しい伊万里、楽しい夢のあるまちづくりを実現するために、市
民から夢づくり計画やアイデアを募集して支援を行います
問合先 男女協働・まちづくり課 財源：市336万円

●民間活動フォローアップ事業 ６０万円
市民との協働による新しいまちづくりの活動や、独創性のある市民のまちづくりに対して
支援を行うことにより、活動の活性化や市民主体のまちづくり、元気なひとづくりを行います
問合先 男女協働・まちづくり課 財源：市60万円

●一般旅券発給事業 ６７万円
一般旅券（パスポート）の発給事務を平成18年７月から市民課窓口で行います
問合先 市民課 財源：県47万円 市20万円

【５つのエネルギッシュ政策を実現するための市政改革】

NPO法人 小麦の家

クルマエビセンター養殖池

伊万里川河畔屋台村

西九州伊万里凧あげ大会

伊万里エイサー隊(H16～H18)
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平
成
18
年
度
６
月
補
正
後
の
伊
万
里
市
一
般
会
計
予

算
は
、
総
額
で
１
９
５
億
３
２
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
平
成
17
年
度
の
同
期
と
比
較
す
る
と
３
・

９
I
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
事
業
の
重
要
性
、
緊
急

度
を
考
慮
し
、
財
源
の
重
点
的
、
効
率
的
運
用
を
図
り

予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平成 18 年度伊万里市の

予算は？（資料編）
６
月
補
正
後
予
算
総
額
は

１
９
５
億
３
２
６
万
円H14

（単位:億円）

（年度）
H15 H16 H18H17

一般会計予算額の年度別推移

216.6
209.4 207.6

187.3
195.1

民生費
58億5872万円
民生費
58億5872万円
民生費
58億5872万円
民生費
58億5872万円
民生費
58億5872万円
民生費
58億5872万円
民生費
58億5872万円
民生費
58億5872万円
民生費
58億5872万円
民生費
58億5872万円
民生費
58億5872万円
民生費
58億5872万円
民生費
58億5872万円
民生費
58億5872万円
民生費
58億5872万円
民生費
58億5872万円
民生費
61億3248万円

市税
51億7487万円

地方交付税
53億5570万円

国庫支出金
26億4802万円
国庫支出金
26億4802万円
国庫支出金
26億4802万円
国庫支出金
26億4802万円
国庫支出金
26億4802万円
国庫支出金
26億4802万円
国庫支出金
26億4802万円
国庫支出金
26億4802万円
国庫支出金
26億4802万円
国庫支出金
26億4802万円
国庫支出金
26億4802万円
国庫支出金
26億4802万円
国庫支出金
26億4802万円
国庫支出金
26億4802万円
国庫支出金
26億4802万円
国庫支出金
26億4802万円
国庫支出金
24億3883万円

市債
15億2420万円
市債
15億2420万円
市債
15億2420万円
市債
15億2420万円
市債
15億2420万円
市債
15億2420万円
市債
15億2420万円
市債
15億2420万円
市債
15億2420万円
市債
15億2420万円
市債
15億2420万円
市債
15億2420万円
市債
15億2420万円
市債
15億2420万円
市債
15億2420万円
市債
15億2420万円
市債
15億2420万円

県支出金
13億879万円

地方譲与税ほか
16億9552万円

繰入金
6億4299万円

分担金及び
負担金
4億5729万円

使用料及び
手数料
3億2710万円

諸収入ほか
5億7797万円

総務費
28億9986万円
総務費
28億9986万円
総務費
28億9986万円
総務費
28億9986万円
総務費
28億9986万円
総務費
28億9986万円
総務費
28億9986万円
総務費
28億9986万円
総務費
28億9986万円
総務費
28億9986万円
総務費
28億9986万円
総務費
28億9986万円
総務費
28億9986万円
総務費
28億9986万円
総務費
28億9986万円
総務費
28億9986万円
総務費
25億2648万円

教育費
28億9764万円
教育費
28億9764万円
教育費
28億9764万円
教育費
28億9764万円
教育費
28億9764万円
教育費
28億9764万円
教育費
28億9764万円
教育費
28億9764万円
教育費
28億9764万円
教育費
28億9764万円
教育費
28億9764万円
教育費
28億9764万円
教育費
28億9764万円
教育費
28億9764万円
教育費
28億9764万円
教育費
28億9764万円
教育費
21億2883万円

土木費
22億9235万円
土木費
22億9235万円
土木費
22億9235万円
土木費
22億9235万円
土木費
22億9235万円
土木費
22億9235万円
土木費
22億9235万円
土木費
22億9235万円
土木費
22億9235万円
土木費
22億9235万円
土木費
22億9235万円
土木費
22億9235万円
土木費
22億9235万円
土木費
22億9235万円
土木費
22億9235万円
土木費
22億9235万円
土木費
22億9235万円

公債費
23億3845万円
公債費
23億3845万円
公債費
23億3845万円
公債費
23億3845万円
公債費
23億3845万円
公債費
23億3845万円
公債費
23億3845万円
公債費
23億3845万円
公債費
23億3845万円
公債費
23億3845万円
公債費
23億3845万円
公債費
23億3845万円
公債費
23億3845万円
公債費
23億3845万円
公債費
23億3845万円
公債費
23億3845万円
公債費
22億2031万円

衛生費
17億1750万円
衛生費
17億1750万円
衛生費
17億1750万円
衛生費
17億1750万円
衛生費
17億1750万円
衛生費
17億1750万円
衛生費
17億1750万円
衛生費
17億1750万円
衛生費
17億1750万円
衛生費
17億1750万円
衛生費
17億1750万円
衛生費
17億1750万円
衛生費
17億1750万円
衛生費
17億1750万円
衛生費
17億1750万円
衛生費
17億1750万円
衛生費
16億2569万円

農林水産業費
9億682万円

消防費
8億1559万円

商工費
3億5554万円

議会費
2億7878万円
その他
2億2039万円

歳出総額

195億326万円

歳出総額

195億326万円

歳出総額

195億326万円

歳出総額

195億326万円

歳出総額

195億326万円

歳出総額

195億326万円

歳出総額

195億326万円

歳出総額

195億326万円

歳出総額

195億326万円

歳出総額

195億326万円

歳出総額

195億326万円

歳出総額

195億326万円

歳出総額

195億326万円

歳出総額

195億326万円

歳出総額

195億326万円

歳出総額

195億326万円

歳出総額

195億326万円

歳　出 歳　入

●民生費…………

●総務費…………

●教育費…………

●土木費…………

●公債費…………
●衛生費…………

●農林水産業費…
●消防費…………
●商工費…………
●議会費…………
●その他…………

●市 税……………

●繰入金……………
●分担金・負担金…

●使用料・手数料…

●諸収入……………
●地方交付税………

●国庫支出金………
●市 債……………

●県支出金…………
●地方譲与税ほか…

社会福祉や児童福祉、生活保護などの

経費で、市民の安定した社会生活を保

障するための経費です

企画、男女協働、国際交流など、おもに

総務部門に要する経費です

小・中学校の学校教育をはじめ、社会教

育や保健体育など教育全般の経費です

道路、河川、住宅、公園、市街地などの

整備や維持管理に要する経費です

借入金の返済に要する経費です

保健衛生や、ごみ収集・処理などに要す

る経費です

農林水産業の振興に要する経費です

火災など災害に対応するための経費です

商工業や観光の振興に要する経費です

議会運営に要する経費です

災害復旧費、労働費、諸支出金などです

個人と法人の市民税、固定資産税、

軽自動車税などです

基金や特別会計からの繰入金です

災害復旧事業の負担金、保育園の入所

負担金などです

施設の使用料、戸籍や住民票の謄、抄

本の手数料などです

貸付金の元利収入や預金利子などです

国が徴収した税金から、地方公共団体

が等しく事務を進められるよう一定の

基準で交付されるものです

国からの負担金や補助金です

市が行う事業の財源として、国や金融

機関などから借り入れる借入金です

県からの負担金や補助金です

国が徴収した税金から譲与されるもの

などです

自主財源
71億
8022万円
（36.8％）

自主財源
71億
8022万円
（36.8％）

自主財源
71億
8022万円
（36.8％）

自主財源
71億
8022万円
（36.8％）

自主財源
71億
8022万円
（36.8％）

自主財源
71億
8022万円
（36.8％）

自主財源
71億
8022万円
（36.8％）

自主財源
71億
8022万円
（36.8％）

自主財源
71億
8022万円
（36.8％）

自主財源
71億
8022万円
（36.8％）

自主財源
71億
8022万円
（36.8％）

自主財源
71億
8022万円
（36.8％）

自主財源
71億
8022万円
（36.8％）

自主財源
71億
8022万円
（36.8％）

自主財源
71億
8022万円
（36.8％）

自主財源
71億
8022万円
（36.8％）

自主財源
71億
8022万円
（36.8％）

依存財源
141億
2353万円
（65.2％）

依存財源
141億
2353万円
（65.2％）

依存財源
141億
2353万円
（65.2％）

依存財源
141億
2353万円
（65.2％）

依存財源
141億
2353万円
（65.2％）

依存財源
141億
2353万円
（65.2％）

依存財源
141億
2353万円
（65.2％）

依存財源
141億
2353万円
（65.2％）

依存財源
141億
2353万円
（65.2％）

依存財源
141億
2353万円
（65.2％）

依存財源
141億
2353万円
（65.2％）

依存財源
141億
2353万円
（65.2％）

依存財源
141億
2353万円
（65.2％）

依存財源
141億
2353万円
（65.2％）

依存財源
141億
2353万円
（65.2％）

依存財源
141億
2353万円
（65.2％）

依存財源
123億
2304万円
（63.2％）

一
般
会
計

一
般
会
計

150

200

250
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平成18年度予算特集

地
開
発
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
を
め
ざ
し
、
下
水
道
整
備

を
行
う
た
め
の
会
計
で
す

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

農
村
地
域
の
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
を
め
ざ
し
、

排
水
事
業
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す

■
市
営
駐
車
場
特
別
会
計

中
心
市
街
地
や
商
店
街
へ
の
来
訪
者
の
利
便
を
図
る

目
的
で
設
置
し
て
い
る
市
営
駐
車
場
の
会
計
で
す

■
老
人
保
健
特
別
会
計

70
歳
以
上
の
高
齢
者
と
、
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
老
人

な
ど
を
対
象
に
医
療
給
付
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す

経
営
成
績
を
明
確
に
す
る
た
め
、
市
は
三
つ
の
公
営

企
業
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
ご
と
の
予

算
額
は
、
表
２
の
と
お
り
で
す
。

■
水
道
事
業
特
別
会
計

安
心
し
て
飲
め
る
水
を
供
給
す
る
た
め
、
水
道
使
用

料
な
ど
を
財
源
に
、
事
業
運
営
や
施
設
整
備
な
ど
を

行
う
会
計
で
す

■
工
業
用
水
道
事
業
特
別
会
計

工
業
用
水
を
供
給
す
る
た
め
、
使
用
料
な
ど
を
財
源

に
、
事
業
運
営
や
施
設
整
備
な
ど
を
行
う
会
計
で
す

■
病
院
事
業
特
別
会
計

市
民
の
健
康
保
持
に
必
要
な
医
療
提
供
の
た
め
、
診

療
報
酬
な
ど
を
財
源
に
、
事
業
運
営
や
施
設
整
備
な

ど
を
行
う
会
計
で
す

市
が
行
う
建
設
事
業
な
ど
の
財
源
と
し
て
、
国
や
県
、

金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
て
い
る
市
債
の
額
は
、

表
３
の
と
お
り
で
す
。

事
業
を
行
う
時
、
特
定
の
収
入
を
も
っ
て
そ
の
支
出

に
充
て
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理
す
る
必
要
が
あ

る
場
合
に
特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
は
、
表
１
の
と
お
り
７
つ
の
特
別
会
計

を
設
け
て
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ら
特
別
会
計
の

平
成
18
年
度
６
月
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
１
９
８
億

６
９
２
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
税
や
国
庫
支
出
金
を
主
な
財
源
と
し

て
、
医
療
給
付
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す

■
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
料
や
国
庫
支
出
金
を
主
な
財
源
と
し
て
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す

■
立
花
台
地
開
発
事
業
特
別
会
計

公
共
事
業
に
伴
う
代
替
地
供
給
を
目
的
と
し
た
、
宅

※平成18年５月31日現在です
※主な借入先は、財務省、総務省、公営企業金融公
庫、佐賀県ほか市中金融機関などです

特 別 会 計 名 予 算 額

国 民 健 康 保 険 587,909

介 護 保 険 456,466

老 人 保 健 615,930

135,859

135,859

2,071,287

3,785,667

1,550,895

163,485

82,989

127,193

44,398

44,398

49,131

59,036

111,953

111,953

12,193

12,197

公 共 下 水 道 事 業 247,451

農 業 集 落 排 水 事 業 16,645

市 営 駐 車 場 1,700

立 花 台 地 開 発 事 業 60,825

区分 水道事業

借 入 の 目 的

一 般 会 計

公 共 下 水 道 事 業

464,996水 道 事 業

25,849病 院 事 業

501,964工 業 用 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

計

992,809計

病院事業
工 業 用
水道事業

現 在 高

借 入 の 目 的 現 在 高

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

収
入

支
出

収
入

支
出

特
別
会
計

企

業

会

計

表１ 特別会計予算額 （単位:万円）

表２ 企業会計予算額 （単位:万円）

表３ 市債現在高

※
注

※注 65歳以上70歳未満の人であって、政令で定める程度の障害の状態にある旨の市町村長の認定を受けた人

特
別
会
計

特
別
会
計

企
業
会
計

企
業
会
計

市
債
現
在
高

市
債
現
在
高

(単位:万円)

(単位:万円)
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